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昨今，気候変動などの社会問題解決のため，サステ

ナブルファイナンス市場が拡大している。しかし，発

行体企業にとっては，プロジェクトが生み出す環境・

社会への効果（インパクト）に関するレポート作成の負

担が大きい。また投資家は，各投資案件を正確に比較

するためにインパクト指標の高い透明性を求めている。

サステナブルファイナンスプラットフォームは，投

資対象のグリーン設備からデータを取得し，ブロック

チェーンを活用して改ざんできない形で多様なインパ

クトを計算するものである。株式会社日本取引所グ

ループが2022年6月に発行した国内初のグリーン・

デジタル・トラック・ボンドに採用され，インパクト

レポート作成業務の効率化を図るとともに，投資家が

いつでも透明性高くインパクトを参照できる仕組みを

実証中である。

今後は，取り扱う設備の種類の拡大や第三者検証業

サステナブルファイナンス 
プラットフォーム1

務支援などの機能拡充により，サステナブルファイナ

ンス市場の課題解決に寄与していく。

糖尿病は，世界の成人の約1割が発症している慢性

疾患である。病態の進行を抑えるためには，血糖値を

適切に制御することが重要とされるが，2剤以上の治

療薬を用いる併用療法は症例が限られ，経験を積んだ

専門医でないと適切な治療薬の選択が困難であった。

そこで日立は，米国のユタ大学とレーゲンストリー

フ研究所と共同で，併用療法を要する2型糖尿病患者

の治療薬選択を医療データに基づき支援する技術を開

発した。

本技術は，病態が類似する患者をグループ化し，治

療薬と効果の関係をグループごとにモデル化する技術

である。本技術を用いて，患者特徴や治療薬の選択肢

に幅を持つ複数の地域・施設のデータを病態ごとに統

併用療法を要する糖尿病患者の 
治療薬選択を支援するAI技術2

顧客と共に成長するためのイノベーション 
デジタルシステム＆サービス

想定
ユーザー

調達資金の
使途となる設備

サステナブルファイナンスプラットフォーム（日立）
設備の稼働データ

債券発行体 投資家 検証機関

モニタリング
画面

レポーティング
画面

データ管理， インパクト計算 by blockchain

データ収集

監視システム

再生可能
エネルギー設備

グリーン
ビルディング

BEMS， BAS

ベリフィケーション
画面

設備の稼働データを収集し， 設備が生み出した
インパクトのレポートを自動生成

1 サステナブルファイナンスプラットフォーム

注：略語説明　BEMS（Building Energy Management System），BAS（Building Automation System）
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合することで，症例の少ない併用療法についても，患

者の約83%に対して治療効果予測に基づく支援が可

能になった。現在，ユタ州とインディアナ州の二つの

病院グループにて，糖尿病治療の最適化に向けた価値

検証を推進している。

今後も本技術を活用し，患者のQoL（Quality of 

Life）向上に向けた医療サービスの実現に貢献する。

Society 5.0の実現に向けて，さまざまなデータを

活用した新たなビジネス創出が期待される中，防災や

交通などの分野ごとにデータ基盤が整備されてきてい

る。一方で，分野をまたがったデータ利用は未だ進ん

でいない。

分野間データ連携基盤（CADDE）3

データカタログ
検索

データ登録

データ連携契約
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カタログサイト
データカタログ管理

データ交換

契約管理データ加工

データ変換

来歴確認

来歴管理 横断検索 認証認可 契約管理 ドメイン語彙
作成支援

ドメイン語彙
リポジトリ
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作成ツール

利
用
者
コ
ネ
ク
タ

提
供
者
コ
ネ
ク
タ

データ
構造化
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支援サービス群

データ提供者データ連携基盤
（CADDEデータ交換）

3 分野間データ連携基盤（CADDE）の全体構成

ユタ州
カルテデータ

治療薬
の種類

効果

インディアナ州
カルテデータ

治療の推移を学習

病態ごとに治療薬の種類と効果をモデル化

症例の少ない複雑な治療の効果予測 治療薬の選択支援

病態ごとに統合分析

病態Ⅰ 病態Ⅱ 病態Ⅲ

2 二つの地域の医療データを病態ごとに統合分析した治療効果予測モデルのイメージ

注：略語説明　AI（Artificial Intelligence）
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日立は，異なる分野をまたがってデータ連携を実現

する基盤技術（CADDE＊：Connector Architecture 

for Decentralized Data Exchange）を8社協創の下

で開発し，OSS（Open Source Software）として公開

した。本基盤技術は，データの発見，契約，交換，来

歴記録というデータ連携に必要な一連の処理を，「コネ

クタ」というソフトウェアモジュールがデータ検索，

認証や認可，来歴管理などを実施する外部の支援サー

ビスと連携して実行する。今後，日本全体のデータス

ペースを構築するDATA-EX構想へ展開を図っていく

予定である。

この成果は，「内閣府SIP第2期/ビッグデータ・AI

を活用したサイバー空間基盤技術」[管理法人：国立研

究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構

（NEDO：New Energy and Industrial Technology 

Development Organization）]の取り組みにより得

られたものである。

＊ CADDE（ジャッデ）は，情報・システム研究機構（国立情報学研
究所）の登録商標である。

高度成長期に整備された社会インフラの老朽化が進

む一方，保守人員の高齢化や減少による社会インフラの

保守品質が低下しており，世界的な社会課題となってい

る。水道管においても，定期的な人手の巡回調査による

保守が行われているが，漏水の発見が遅れると陥没事故

などの原因となるため，早期発見が求められている。

日立は，独自開発した7年間電池駆動が可能な無 

線 一 体 型 超 高 感 度MEMS（Micro Electronics 

社会インフラ保守を革新する 
漏水検知サービス4

Mechanical Systems）振動センサーと，40万点以上

の漏水データを用いて開発した地中の微小な漏水も検

知できる漏水検知アルゴリズムをセンサーに実装して

漏水を検知し，検知結果をクラウドに伝送することで，

遠隔にて管路の漏水発生状態を確認する漏水検知サー

ビスを事業展開している。漏水検知サービスの導入に

より広範囲な常設監視を実現し，漏水の早期発見が可

能となる。

2021年度より正式運用を開始し，熊本市上下水道

局をはじめとして適用される水道事業体が増えている。

今後は，さらなる技術開発と社会実装を進めて，将

来の社会インフラ保守を見据えた水道管理業務の革新

に貢献していく。

MVS（Multifeature Video Search）は，防犯カメ

ラの映像から全身の特徴を使って高速に特定の人物を

検索できるソリューションであり，100種以上の人物

属性から検索できるほか，検索速度に強みを持ってい

る。今般，近年の治安維持への意識の高まりに伴い，

「公共空間におけるインシデントの発生を未然に防止

したい」という各種事業会社から出てきたニーズを捉

え，国際会議にて世界最高レベルの精度を評価された

技術※1）を元に，新たに（1）広域監視においてインシデ

ントになりえる特定の行動を検知する「行動検知機

能※2）」，（2）遺失物や不審物を発見する「置き去り／持ち

去り検知機能」を開発し，MVS v1.4として製品化した。

本機能によって，公共空間で発生する各種インシデ

監視・警備業務を高度化する 
ソリューションMVS v1.45

センサー設置

弁
水道管

センサー裏面磁石
で弁に固定

無線基地局

水道管

項目

調査頻度

検知精度

従来の漏水調査

3～5年に1度程度

10－40％

本漏水検知システム

常設センサーとIoT通信を用いて， 漏水を常設監視

80－90％

500 g

60 mm

188～230 mm

制水弁

17
0 

m
m

無線一体型高感度MEMS
振動センサー（最適位置に配置）

監視プラットフォーム
（Lumada）IoT通信

4 漏水検知サービス概略図

注：略語説明　IoT（Internet of Things）
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ントの予兆をより迅速に発見できるようになる。既に

空港・電力などの分野で本格的な実用化に向けた検討

が進められており，製品導入をめざしてより詳細な実

験を継続する予定である。

世界各地で異常気象や自然災害，パンデミックに伴

う社会生活の混乱が起きている。そのような状況では，

※1） 映像解析分野のトップカンファレンスであるCVPR 2021，
ICIP 2022などへ関連技術が採択

※2） 「キョロキョロする」など9種の行動を認識し，学習によっ
て他の行動も認識可能である。

CMOSアニーリングの協創を推進6

社会インフラやシステムの効率的な運用や計画変更へ

の速やかな対応が重要となる。

日立は，組合せ最適化問題の実用解を高速に探索 

することができるCMOS（Complementary Metal-

oxide Semiconductor）アニーリング技術を開発し，

さまざまなパートナーと社会課題の解決に向けた協創

を進めている。

一例として，国立研究開発法人海上・港湾・航空技

術研究所と日立は，災害時の救援物資輸送の計画最適

化に取り組んだ。災害時の救援物資輸送では，大量の

物資を効率的に，各避難所間での不平等がないように

輸送することが求められる。このような要求を満たす

輸送計画をCMOSアニーリング技術により高速に計算

・ 大規模災害に対応可能な大規模問題への対応
・ 物資の輸送量に地区間の不平等が起きない計画の作成

災害時の
物資輸送計画

B地区
避難所

A地区
避難所

C地区避難所

物資供給拠点1

物資供給拠点2

アニーリングクラウドウェブ
https://annealing-cloud.com/

6 海上・港湾・航空技術研究所との協創（左）とアニーリングクラウドウェブ（右）

Punch（94%）

Fall（97%）

5 MVS1.4で追加された画像認識アルゴリズムによる認識結果
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し，実用的な解を得られることを実証により確認した。

広く協創を進めていくため，CMOSアニーリング技

術をWebから使うことが可能なAnnealing Cloud 

Webのコンテンツを継続的に拡充している。これを通

じてCMOSアニーリング技術を活用した社会問題解

決を加速していく。

本成果の一部は，国立研究開発法人新エネルギー・

産 業 技 術 総 合 開 発 機 構（NEDO）の 委 託 業 務

（JPNP16007）の結果得られたものである。

電力の配電業務では，保全コストの低減や労働者不

足への対応，電力の安定供給といった課題がある。そ

れら課題に対し，AI活用による業務効率化やドローン

を用いた巡視点検自動化などのDX（デジタルトラン

スフォーメーション）が推進されている。DX導入のた

めには，保全業務を担う企業設備資産管理システム

（EAM：Enterprise Asset Management）と新たに導

入されたAIプラットフォームやIoTセンサー，ロボッ

ト，都市3Dモデルといった多様なシステムとの連携

が課題となっている。

そこで日立は，配電業務に関係するさまざまな情報

を集約管理するための配電デジタルツインを構築し，

デジタルツインを活用した 
配電デジタル保全基盤サービス7

過去を含む配電の実環境をデジタル空間上に再現する

ことで，EAMと前述の多様なシステムとのスムーズ

な連携を実現している。都市デジタルツインをコアと

して，ビル街区やモビリティなど都市に関わる異業種

の業務システムと連携する「配電デジタル保全基盤

サービス」を提供することで，都市の経済発展と社会

課題の解決に貢献する。

世界的な気候変動への対策として脱炭素化への取り

組みが加速しており，DC（データセンター）において

も，社会のデジタル化に伴いその消費電力が増大して

いるため，ゼロエミッション化が必須である。このよ

うな背景を受けて，ゼロエミッションDCの実現に向

け，DCにおけるIT×OT（Operational Technology）

による電力需要の高度な予測・制御によるコスト低減

と再生可能エネルギーの需給最適化をコンセプトとし

て研究開発を進めている。特にDC内の電力把握と不

安定な再生可能エネルギー電源活用を課題と捉え，以

下の技術を開発している。

（1）データ駆動型DC消費電力分析・予測技術

取得容易なデータのみを用い，サーバルームごとに

異なる特徴を自動で捉えて消費電力を分析・予測する。

ゼロエミッションデータセンター技術8

保守
情報

点検
情報

作業
情報

巡視
情報

ビル街区 モビリティ その他業種， 公共団体

都市を支える各業種

配電デジタル
保全基盤サービス

点検自動化やメンテナンスデジタル化により生成された現場データ

保全業務

保全計画の策定 P D

A C

設備投資計画

点検ロボ ドローン
メータ
読取

作業員

自走式
ロボット

次世代
MDMS

設備
投資
計画

設備投資
最適化

ドローン
運航管理

メータ自動
読み取り

設備点検AI
プラットフォーム

異音検知

保全計画の見直し
設備状態管理
各種情報に基づく評価

現場作業管理
工事実施， 工事記録

異業種連携アプリケーション群

配電デジタルツイン

Lumada EAM
Lumada FSM

Lumada APMLumada AIP

7 配電デジタル保全基盤サービスの概要

注：略語説明　 MDMS（Meter Data Management System），FSM（Field Service Management），AIP（Asset Investment Planning）， 
APM（Asset Performance Management），PDCA（Plan，Do，Check，Act）
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これにより，電力効率の改善や再生可能エネルギー化

計画策定を容易化する。

（2）グリーン配慮ITワークロード制御技術

複数の分散DC間にてITワークロードの実行場所

と実行時間を最適化し，消費電力パターンを制御する。

これにより，グリーンエネルギー活用を実現する。

今後，これらの技術の事業適用を進め，デジタル化

社会の脱炭素化の実現に貢献していく。

通信・電力などの社会インフラシステムSIで，高い

SLA（Service Level Agreement）要件達成に加え，運

用管理コスト削減や他システム連携などでクラウドシ

フトの要求が増えている。一方で，クラウドのマネー

ジドコンテナなどのサービスを利用する際，余分なリ

イベント駆動型分散アプリケーション
のオートスケーリング技術9

ソース稼働を長時間行うと，課金額の高騰につながる。

そこで，業務アプリケーションの処理（イベント）負荷

を観測してオーケストレーションサービスに通知し，

オートスケーリングする技術を開発した。

本技術は，リソース間のイベント制御・配信・分散

処理を担うイベント駆動型分散アプリケーション実行

基盤HAF/EDC（Hitachi Application Framework/

Event Driven Computing）が動作するコンテナアプ

リケーションを対象とする。HAF/EDCコンテナアプ

リケーションの未処理イベント総数と種別（処理時間） 

を定期取得して処理負荷に換算し，その結果をオーケス

トレーションサービスに通知することでオートスケール

イン／アウトを行う。これにより，SLA要件を満たしつ

つコンテナリソース課金額を抑制することができる。

今後，本技術を発展させてクラウド環境での課金額

低減手法を確立し，クラウドシフト案件における省リ

ソース運用実現に貢献していく。

通知用
アプリ

イベント駆動型
アプリケーション

HAF/EDC

コンテナ

マネージドコンテナサービス

マネージドオーケストレーションサービス

・ イベント種別
・ イベント滞留量
・ イベント遅延情報 …

拡張／縮小

拡張／縮小
指示

オートスケーラ

各リソースからの
イベント滞留情報収集

処理種別の「重み」を考慮した
負荷判定 ・ メトリクス生成

メトリクス通知

スケーリング
閾値設定

通知

イベント処理
滞留情報収集

スケーリング用メトリクス収集 ・ 生成 ・ 通知

9 イベント駆動型分散アプリケーションオートスケーリングの概要

WL
WL WL

WL

再生可能エネルギー ： 少

再生可能エネルギー ： 多

DC2

DC1

WL

（1）DC間での
空間的ITワーク
ロード配分

DC消費電力
温湿度データなど （2） DC内のITワークロード

実行時間制御

不安定な再生可能エネルギー
供給量にマッチ

再生可能エネルギー供給量
DC消費電力

ITワークロードの実行場所， 実行時間の
最適化により， 消費電力パターンを制御する。

データ駆動（SIレス）でサーバルームごとに
異なる特徴を捉えて消費電力を分析 ・ 予測する。

DC
データ駆動型
DC消費電力
分析 ・ 予測技術

電力効率改善
再生可能エネルギー化
計画策定容易化

グリーン配慮
ITワークロード
制御技術

1. データ駆動型DC消費電力分析 ・ 予測技術 2. グリーン配慮ITワークロード制御技術

8 ゼロエミッションデータセンター技術

注：略語説明　SI（System Integration），WL（Workload）
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現場に5G（Fifth Generation）や無線LAN（Local 

Area Network）などの無線を活用したシステムを導

入・運用する際，現場レイアウトの変更，人やモノの

動きなどの現場環境の変化によって，無線通信劣化や

不安定さを引き起こすことがある。

日立は，それらの通信不安定さの要因となる環境変

動に対して，現場3Dデジタル空間において短時間で

さまざまな環境を事前検証可能にした超高速無線伝搬

シミュレータを開発した。

従来，現場デジタル空間での無線品質検証において

は，数百から数千の電波到達点での解析が必要であり，

その解析に数時間程度を要していた。本開発シミュ

レータでは，複数の電波到達点において並列的に解析

処理が可能な，GPU（Graphics Processing Unit）計

超高速無線伝搬シミュレータを 
用いた無線デジタルツインの実現10

算に最適な電波環境解析アルゴリズムを開発したこと

により，従来比1万分の1程度，数秒以内の解析を実

現することができた。これにより，現場で起こる多種

多様な変化を想定した事前評価を短時間で行うことが

できるため，安定した無線システムの導入や運用が可

能になった。

近年，従業員のキャリアアップを支援するため，キャ

リアフォロー面談を導入する企業が増えている。しか

し，従来型の面談では面談者の主観に基づいて評価を

決定するため，公平で均質な評価を下すことは困難で

あった。また，面談者の数に対して被面談者の数が多

く，実施可能な面談の数に限界があった。

そこで熟練面談者のノウハウをノンコーディングで

多様な人財のスキル評価を 
支援する面談支援AIサービス11

評価

フィード
バック

Ensemble
Learning
特徴量の評価値と

動画， 音声からAIモデルを
ノンコーディングで自動生成し，

AIモデルは継続的に
育成できる。

AI Model
面談動画を分析し
評価を支援

Small Data
熟練面談者が
評価や指標を入力

11熟練面談者のノウハウをノンコーディングでAIモデル化

基地局基地局

直接波

反射波

1

1

1
1

1
1

1

6
2

3
4

5

10

従来 本技術 複数条件を素早く比較

CPU :
受信点を順番に計算

GPU :
全受信点を同時に計算

計算時間 :
数百ミリ～数秒
※3Dモデルの規模による

基地局
位置

10超高速無線伝搬シミュレータを用いた無線デジタルツインの実現
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AIモデル化することで，面談動画から熟練面談者の評

価結果を高い精度で予測する技術を開発した。この技

術により面談者ごとの評価のばらつきの抑制が可能と

なる。また，面談者の代わりにアバターが面談を行う

セルフ面談機能を開発することで，対面だけでなく時

間にとらわれない面談の実施が可能となる。

株式会社日立ソリューションズは，この技術を採用

した「面談支援AIサービス」の提供を開始している。

本サービスはオンラインで実施するさまざまな業務を

支援できるため，人材派遣，教育，医療など，多くの

業種におけるオンラインコミュニケーションの課題解

決への貢献が期待される。

COVID-19後のニューノーマルに向けて，店舗や施

設からの衛生管理状況の積極的な開示が求められてい

るが，従来は情報開示が不十分であり，利用者の安心・

安全が確保されていない状態であった。この課題に対

し，SIP（Cross-ministerial Strategic Innovation 

Promotion Program）第2期「IoT社会に対応したサ

イバー・フィジカル・セキュリティ」で開発した規程，

ルールなどで要求されるヒト，システム，モノ，デー

タ，プロセスのあるべき状態を機械可読形式で記述可

能なVCP（Value Creation Process）モデルを活用

し，施設に設置されたセンサーから収集した衛生管理

状態（CO2濃度，騒音，温度，湿度など）と衛生管理

VCPモデルを活用した 
適合性検証技術12

規程のVCPモデルの突き合わせを行うことにより，現

場の状態が規程から逸脱していないことを検証可能と

する適合性検証技術を開発した。本技術により，店舗・

施設の衛生管理状態を随時利用者に開示可能となり，

利用者の安心・安全の確保による集客向上を実現さ

せた。

今後，飲食チェーンや不動産デベロッパー，自治体，

教育機関などさまざまな業種に展開し，商業施設やオ

フィス，公共施設など幅広い施設での適用をめざす。

本技術開発の一部は，内閣府が進める戦略的イノ

ベーション創造プログラム（SIP）「IoT社会に対応した

サイバー・フィジカル・セキュリティ」（研究推進法

人：NEDO）によって実施されている。

アフターコロナの時代による急激な変化で，需給が

一層不安定となり，急激な増減産や過剰在庫が繰り返

されている。人の経験に依存する在庫計画，購買計画

の見直しと意思決定などは，企業細分化管理の要求を

満たすことができない。このような状況において，サ

プライチェーンにおけるビッグデータ，AIなどの技術

を活用し，DXの取り組みを加速することが，企業の

競争力に大きな影響を与えている。

本ソリューションでは，在庫計画と購買計画に着目

し，需要を満足する前提で在庫を削減し，購買管理の

効率を向上させることをめざしている。この領域にお

需要特徴による需要予測と 
自動補充発注ソリューション13

12 VCPモデルを活用した適合性検証技術



114

いて，需要予測に基づく在庫最適化ソリューションが

すでに多数存在しているが，膨大な品目数がある中で

AIによる需要予測は，精度が高いものと精度が低いも

のが混在しているため，単一な需要予測型補充方式で

は不十分である。

そこで，製品・材料の需要特徴に対して多次元の分

析を行い，需要特徴に合わせて最適な予測方法と在庫

補充方式を自動選定することで目標を実現した。中国

にある大手ビールメーカー向けにシステムを導入し，

在庫金額が16%削減の効果が得られた。

［日立（中国）有限公司］

DXが加速する中国では，安全性，効率性，規則性

などを高めることを目的とした，現場の稼働状況の視

覚的な分析および業務最適化のニーズが高まってい

る。しかし，従来のようなさまざまなカスタマイズ要

件にケースバイケースで個別に対応するというやり方

では，顧客の多岐にわたる問題を早い段階で迅速に解

決するのは難しい。こうした状況で，顧客の多様なニー

ズを満たすシステムを迅速に提供するための統合共通

プラットフォームとして，VOSP（Video Operation 

Service Platform）を開発した。

VOSPの開発と業務提携への 
アプローチ14

ビデオアクセス
タスクスケジューリング
分析アルゴリズム

ハードウェア実装
高速化ツールセット

群集シミュレーション
運用シミュレーション

個別行動解析 運用規則性監督 運用支援

工場向け運用サービス
・ 運用安全性向上
・ 運用規則性向上
・ 製品品質管理

高齢者介護向け運用サービス
・ 日常生活行動の検知
・ 歩き方の評価
・ 緊急事態の検知

ビル向け運用サービス
・ 危険行為の検出
・ 異常動作の検出
・ 顧客数カウント
・ 照明異常の検出

人物属性識別 群集行動解析 運用環境分析

ビデオ解析フレームワーク エッジフレームワーク

VOSPプラットフォーム サービス例

シミュレーション
フレームワーク

サービスカテゴリ

ビデオフレームワーク

14 VOSPプラットフォームの構造とメリット

品目A

実績特徴 予測誤差特徴

品目B

品目C

決定木 ML-KNN

ANN 回帰 DBSCAN

AHCK-MeansGMMs

研究課題

需要特徴に基づく最適な在庫補充方式自動マッチングモデル

需要特徴を作成 多様な分類モデルで学習 最適な補充方式を選定

自動マッチング
モデル 方式1

方式2
方式3
方式4

（1）需要予測精度が低い　（２）最適な在庫補充方式の選定が困難

13需要特徴に基づく最適な在庫補充方式自動マッチングモデル

注：略語説明　 ML-KNN（Machine Learning- K-nearest neighbor），ANN（Artificial Neural Network）， 
DBSCAN（Density-based Spatial Clustering of Applications with Noise），GMMs（Gaussian mixture models）， 
AHC（Agglomerative Hierarchical Clustering）
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VOSPは，顧客のユースケースに共通する機能を取

り出したモジュールブロックを含むフレームワークを

備えている。さらに，さまざまなシナリオに合わせて

共通機能を素早く調整するためのツールとして，デー

タインタフェースやチューニングメソッドを搭載して

いる。ビデオ解析，機械学習，データシミュレーショ

ンなどの最先端技術は既に，学会やジャーナルで広く

認められている。先進的な技術を搭載するVOSPは，

製造業の安全ビデオソリューションの開発に採用さ

れ，ソリューションの構築時間を2/3に短縮すること

に成功した。これらのアプリケーションを通じて，

VOSPは現地の顧客とWin-Winの関係を築き，中国の

DXビジネスを効果的に拡大するのに役立った。

［日立（中国）有限公司］

中国政府による「建築物炭素排出標準」などの環境

規制を背景に，ビルオーナー・不動産デベロッパーは，

ビル運営において経済活動と規制対応の両立をめざし

ている。この実現には，電力利用量を正確に予測し，

ビル空調設備（チラー，ファンコイルユニットなど）の

パラメータ設定，太陽光発電の利用量，再生可能エネ

ルギーの調達量などを精緻に調整する必要がある。

日 立（中 国）有 限 公 司 R&D（Research and  

Development）は，高精度な空調電力需用予測技術を

強みとした，ビルエネルギー管理ソリューションを開

発した。本技術は，全データでの学習に加え，月，週

中国における 
ビルエネルギー管理ソリューション15

日，時間ごとの特徴を持つ部分データをそれぞれ学習

し，結果を統合することで予測精度を向上する。

90以上の国・地域のチームが参加したスマートビ

ル・シティで世界最大規模のAIコンペティション

「Global AI Challenge for Building E&M 

Facilities」において，本技術は，商業ビルの3か月後

までの1時間ごとの電力消費量を75％の精度で予測

し，かつ各種エラー率を低く抑えたことから，企業部

門において最優秀賞（全5社）を受賞した。

［日立（中国）有限公司］

AIソフトウェアは従来のソフトウェアとは異なり，

学習データから帰納的に開発される。つまり高品質な

AIソフトウェア開発には，高品質なデータセットを用

意することが前提条件となる。データセットの品質を

詳細に評価するために，例えば画像データに映ってい

る物体の名称といった単一の属性だけではなく，物体

の形状や背景の色などといった複数の属性に着目し，

それらに対応するデータが十分に存在することの評価

が重要となる。

そこで，変分オートエンコーダを拡張した技術を利

用して，一つのデータから複数の特徴量を抽出・分析

可能な技術およびツールを開発した。適用事例として，

手書き帳票文字データセットを対象とした評価実験を

実施した。その結果，データセット品質評価者が文字

の名称だけでなく，文字の太さや形の乱れ度合い，ノ

AIソフトウェアのための 
データセット品質評価技術16

電力利用量
を高精度予測

空調設備の
省エネルギー運用

再生可能エネルギー
との調整

エネルギー消費
（月 ・ 週 ・ 時）

天候
（月 ・ 週 ・ 時）

予測期間
（時間単位）

7日

正確率

89%

30日 88%

60日 86%

90日 78%

人員数
（月 ・ 週 ・ 時）

Global AI Challenge 
for Building E&M 
Facilitiesで最優秀賞受賞

個別学習
・ 統合

3D  BIM 多層的
アラート 巡回検査

ビルエネルギー管理ソリューション

ビルオーナー ・ デベロッパー

IoTプラットフォーム（データ収集）

可視化プラットフォーム

エネルギー
異常検知

空調制御
最適運用

全データでの学習に加え， 月， 週日， 時間ごとに切り出した部分データを
それぞれ学習し， これらの結果を統合することで， 時系列データに対
する予測精度を向上する。

空調電力
需要予測

可視化プラットフォーム

エネルギー管理プラットフォーム

空調電力予測技術の特徴

香港商業ビル

15ビルエネルギー管理ソリューション

注：略語説明　BIM（Building Information Modeling）
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イズ量といった複数の属性において，類似した特徴を

持つデータ群を発見できることが分かった。

今後，この技術を基にそれらのデータ群のデータ数

の定量化などを行い，多種多様なデータセットの十分

性などの品質を評価する予定である。

近年，OTシステムを標的とするサイバー攻撃が増

加し，ITシステムと同様のセキュリティ対策が急務と

なっている。しかし，OTシステムはITシステムに比

べて機器の稼働を停止することが困難な場合が多く，

想定外のシステム停止のリスクを伴うソフトウェアへ

業務継続性を担保した対策を 
実現するセキュリティデジタルツイン17

のパッチ適用やファイアウォールのルール変更などを

実施する判断ができず，長期間にわたり脆弱性が放置

される問題があった。

そこで，このような脆弱性を悪用するサイバー攻撃

の被害を軽減できるセキュリティ対策を複数立案し，

各対策を実施した際に想定されるシステム停止などの

業務継続性に与える影響（副作用）をサイバー空間上で

事前に評価可能な技術（セキュリティデジタルツイン）

を開発した。

今後，顧客の工場環境をはじめとして，電力施設な

どの社会インフラ，コネクテッドカーなどのIoT機器，

医療機器システムなどを対象としたセキュリティ対策

の適正化・効率化に貢献していく。

セキュリティデジタルツイン

セキュリティ対策の立案 対策案1

副作用評価

モデル化サイバー

フィジカル

対策適用

セキュリティ対策 副作用
パッチ適用（再起動） 生産ライン一時停止

顧客のKPIと副作用を比較し，  
業務継続性を担保した最適な
セキュリティ対策を迅速に設計する。

ポート80/tcp閉鎖 遠隔監視不可

脆弱性
デジタルツイン生成

対策案2 …

17セキュリティデジタルツイン技術

注：略語説明　TCP（Transmission Control Protocol），KPI（Key Performance Indicator）

評価対象
データセット 潜在変数

教師なし学習

ツールが実施 データセット品質評価者が実施

特徴量1

特徴量2

特徴量およびユーザーの選択領域に
対応するデータの可視化

特徴量1から得られる属性情報
・ 太さ
・ 形の乱れ度合い

特徴量2から得られる属性情報
・ 文字の名称
・ ノイズ量

複数特徴量抽出用
学習済みモデル

各特徴量での属性分析

16複数の属性分析によるデータセットの品質評価
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安全意識の高まりから幅広い分野でデータに基づく

品質管理の重要性が増加しており，製造データの高速

検索により，製品出荷時に製造データを用いた全数検

査を実現することが求められている。そのため，製造

履歴データベースにおいて，出荷判定時に，出荷する

全製品について原材料・部品から製品までの全工程の

製造データを製品にひも付けて取得することが必要で

ある。

従来DWH（Data Warehouse）では，工程を逐次検

索するため検索に時間を要し，抜取検査となっていた。

一方で，Hitachi Advanced Data Binder（HADB）※1） 

では，非順序型実行原理※2）によって工程を並列に検索

することで，検索時間を最大1/20※3）に短縮し，全数

検査を実現した。

これにより，自動車，医薬，材料，食品などの産業

分野において，出荷する全製品の全工程を対象とした

品質検査を実現し，製品の安全性や信頼性を大幅に向

上できる。

製品の安全性や信頼性を向上する
高速データ検索技術18

従来のブラックボックス型AIを，判断基準が明確な

予測式に変換するAI単純化技術を開発した。従来のブ

ラックボックス型AIは，予測精度を高めるために複雑

な数式で構成されており判断基準が不明確であるた

め，未知のデータに対して意図しない予測結果を導く

リスクがあった。一方，本技術では，人が理解できる

単純なAI（予測式）を創出し，あらゆる入力に対して

明確な判断基準の下で予測結果を提示する。さらに，

顧客の経験や知識に基づき予測式を調整できるため，

予測精度を維持・向上しながら安心して利用できる。

本技術の一部は，日立グループにおける製品出荷前

の自動検査ラインに適用された。従来AIでは納得感が

原因で導入が困難であったが，本技術による単純化で

納得感が得られ，精度も維持できたためAI導入が実現

した。その結果，熟練者不足の解消や検査速度の向上

※1） 内閣府の最先端研究開発支援プログラム「超巨大データベー
ス時代に向けた最高速データベースエンジンの開発と当該
エンジンを核とする戦略的社会サービスの実証・評価」（中
心研究者：喜連川 東大特別教授／国立情報学研究所所長）
の成果を利用

※2） 喜連川東大特別教授／国立情報学研究所所長・合田 東大准
教授が考案した原理

※3）当社比較による

ミッションクリティカル業務への 
AI導入を加速するAI単純化技術19

出荷判定

デジタルツイン
（IoTコンパスなど）

デジタルツイン
（IoTコンパスなど）

出荷判定分析アプリケーション 出荷判定分析アプリケーション

製造履歴データベース 製造履歴データベース

非順序型実行原理を活用 工程を並列に検索

検索時間を最大1/20に短縮

工程を逐次検索

従来DWH

HADB

工程 Hitachi Advanced 
Data Binder（HADB）

データに基づく品質管理

製造データ検索時間の比較

抜取検査（Before）

不安

全数
トレース

サンプル
トレース

安心 ・ 安全

全数検査（After）

18データに基づく品質管理



118

効果が確認された。今後，製造・金融・インフラ制御

などの領域で信頼できるAIの実装と社会全体のDX

加速に貢献していく。

ビジネス環境が不確実で複雑化する中，企業にはア

ジリティと柔軟性が求められている。デジタルソ

リューションの創生にあたっては，ソリューションの

イメージや要件が最初から明らかなことは珍しく，顧

客との対話を通してこれらを一緒に探っていく協創型

のアプローチが不可欠になる。

アプリ迅速開発を実現する 
サービスマッシュアップ基盤20

そこで，このような課題を解決するソリューション

の一つとして，手早くプロトタイプアプリケーション

を開発することができるサービスマッシュアップ基盤

を開発した。

サービスマッシュアップ基盤では，SaaS（Software 

as a Service）やマイクロサービスなどの疎結合な

サービス部品群をコンポーザブルに組み合わせ，ロ

ジックを組み立てていくサービスチェイニングと呼ば

れる手法を取り入れている。これにより，少ないコー

ディング量で手早くプロトタイプを開発することがで

き，短期間で仮説検証や試行錯誤を繰り返しながら，

ソリューションイメージや要件のあるべき姿を探索す

ることができる。

マッシュアップ基盤

サービス部品群（SaaS， マイクロサービスなど）

充電計画

カーボン
オフセット

ワクチン接種
予約

ローコードでロジックを迅速開発

試行錯誤で要件を探索
プロトタイプ
アプリケーション

仮説検証の効率化

20迅速なプロトタイプ開発と仮説検証サイクルによる要件の探索

判断基準となる予測式を創生

開発技術

判断基準が
明確なAI（予測式）

に変換
調整

予測値

判断基準が
不明解なAI

ブラックボックス型

意図しない予測結果が出る。
正しいのか。

AI変換
（単純化）

予測式
（単純）

予測値

意図しない予測値が出ても
予測式を調整できる。

顧客
の知識

19 AI単純化技術の概要
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ビジネスアジリティ向上を背景にシステムの拡張性

確保と競争領域への経営資源の集中が求められ，複数

の小規模システムを相互に通信接続させることで拡張

性と再利用性を高めたマイクロサービス型システムが

注目を集めている。このようなシステムは通信のアク

セスポイントが多く，セキュリティの確保が課題とな

る。そこで，プロキシを用いた通信制御によりシステ

ムへ一貫したセキュリティポリシーを適用するサービ

スメッシュの技術を活用し，以下のアプローチでマイ

クロサービス型システムのセキュリティ強化に取り組

んでいる。

（1）セキュリティ責務の分離

システムの各コンポーネントからのサービスメッ

シュを用いた通信セキュリティ責務の分離，およびイ

ンフラ側での一元管理を行う。

（2）システムの状態把握

コンポーネント間通信のメトリクスやログを基に，

通信状況や異常なアクセスを可視化するオブザーバビ

リティを実現した。

（3）アクセス制御

不正アクセスをブロックするWAF（Web Application  

Firewall），ならびにサービスメッシュを用いた包括的

な認証認可を実現した。

これまで，セキュリティ戦略に基づく参照実装の構

築や，監視・認証認可に関する機能開発・OSS化※）を

マイクロサービス型システムの 
セキュリティ強化に向けた 
サービスメッシュ活用の取り組み

21
行ってきた。今後はコードやインフラにもセキュリ

ティのスコープを広げ，マイクロサービス型システム

におけるアジリティとセキュリティの両立に貢献して

いく。

AIやデータサイエンス分野の技術と，業務適用に不

可欠なOTの深い知見を有する研究者やエンジニアを

結集したLumada Data Science Lab. （LDSL）を

2020年に設立した。これらの知識と技術を顧客協創

プロジェクトに活用することで，データ駆動による価

値創生ソリューションをスピーディに実現し，

Lumada事業拡大を推進している。

近年，DXの必要性が高まっているが，顧客フェー

ズに応じて課題を抽出し，最適なAI・データアナリ

ティクス技術を選択することで，業務適用へのギャッ

プが生じないように段階的な導入を実現することが重

要である。日立には，幅広い事業領域における多様な

顧客課題の理解と，達成に向けた具体的施策の提案に

より培われてきた知見・技術・事例が蓄積されている。

これらのドメイン知識をグラフデータ構造として形式

知化し，業界横断で活用可能なデジタルアセットとし

て管理するフレームワークおよびデータ基盤を開発し

た。この技術により，顧客のビジネス成長シナリオと

成長を支えるソリューションの迅速な提案をめざす。

※） Auth Gateway: https://github.com/Hitachi/istio-auth-
gateway，Istio Bench: https://github.com/Hitachi/istio-
bench

ドメインナレッジの蓄積活用による
DXコンサルティング技術22

通信を制御し， 
セキュリティ
機能を付与

コンポーネント間
通信を中継

ユーザー （1） 各コンポーネントからのセキュリティ機能の分離
（2） 通信に基づくシステムの状態把握
（3） WAFやプロキシによる通信のアクセス制御

・ セキュリティ戦略に基づく参照実装の構築
・ 監視 ・ 認証認可に関する機能開発ならびに

OSS化（Auth Gateway， Istio＊ Benchなど）

UI

プロキシ プロキシ プロキシ

サ
ー
ビ
ス
メ
ッ
シ
ュ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
プ
レ
ー
ン

プロキシ プロキシ プロキシ

マイクロ
サービス

マイクロ
サービス

マイクロ
サービス

マイクロ
サービス

マイクロ
サービス

アプローチ

日立の活動

サービスメッシュを用いた通信制御により， マイクロサービス型システムのセキュリティ強化を支援

21マイクロサービス型システムのセキュリティ強化

注：略語説明ほか　 UI（User Interface）
　　＊は「他社登録商標など」（156ページ）を参照

https://github.com/Hitachi/istio-auth-gateway
https://github.com/Hitachi/istio-auth-gateway
https://github.com/Hitachi/istio-bench
https://github.com/Hitachi/istio-bench
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O&M（Operation and Maintenance）事業では，

安全・信頼性・環境・レジリエンス・働き方など，さ

まざまな価値を考慮した事業計画立案が必要である。

本技術では，事業計画者がさまざまな戦略のリスクや

効果をエージェントシミュレーションにより定量評価

することで，組織変更や投資の迅速な意思決定を支援

する。設備，作業員，ITなどをシミュレーション部品

（エージェント）として備えており，特に設備エージェ

レジリエンス経営を支援する 
O&M業務シミュレーション技術23

ントは信頼性分析技術に基づいて構成することで，複

雑な構造や特性を有する設備を再現可能とし，また状

態監視や故障診断などのITソリューション導入計画

や各種保全業務方式の選択や，目標性能検討も可能と

している。

エージェントを実際の経営シナリオに沿って組み合

わせてシミュレーションを行うことで，数理モデル化

などの手順を必要とせずに，工場や発電所などの大規

模設備から，風車や店舗設備などでの人員派遣による

O&Mまで，幅広い分野の計画検証を直観的・定量的

に行うことを実現した。

施策をシミュレーション
検証

エージェントシミュレータ

事業環境変化

現実世界の人 ・ モノ ・ 業務を再現

計画管理

作業員
IT

災害 ・ 疫病

各種規制

サイバー攻撃

ゼロカーボン

顧客ニーズ

設備多様化

事業統合

DX

…

設備

運用

事業
予測

将来
シナリオ

施策適用エージェント化

Analytics
シナリオKPIを
比較分析

ROI， 稼働率， 
業務負荷， 
災害復旧など

レジリエントな
事業戦略を決定インサイト

サイバー

O&M事業

施策

23O&Mシミュレータによる施策検証と価値実現

注：略語説明　ROI（Return On Investment）

ドメイン情報

ビジネス ・ 市場情報

顧客課題情報 メタデータ ・
データモデル

バリューチェーン

課題ツリー
Management

Operation

Analysis

プロセス図プロセス情報

知識構造抽出 形式知化データ

22ドメイン知識蓄積のフレームワーク概略図



121   Vol.105 No.01

顧
顧
顧
顧
顧
顧
顧
顧
顧
顧
顧
顧
顧
顧
顧顧
顧
顧顧
顧
顧
顧
顧
顧
顧
顧
顧
顧
顧
顧
顧
顧
顧

研
究
開
発

画像認識などのAI処理がエッジ環境に適用され始

めている。エッジ環境のさまざまな場面に広くAI処理

を適用するには，できるだけ低消費電力で処理を行う

必要がある。

ヒトの脳は約20 Wの低消費電力で動作することが

知られているが，脳の処理を模倣した（ニューロモル

フィック）アルゴリズムと革新デバイスにより，GPU

超低消費エネルギーでエッジでの 
AI適用範囲を拡大する 
ニューロモルフィックコンピューティング

24
比1/100以下の消費エネルギーで深層学習同等の認

識が可能となる。映像監視への適用に向け映像認識用

のアルゴリズムを開発した。この技術により人物属性

や行動の認識といった高度な映像認識を1 W以下の

低消費電力で実行できるため，監視カメラやドローン

などエッジ末端機器に組み込んで，外部サーバやクラ

ウドに映像を送信して処理することなく，オンサイト

でリアルタイムのインシデント検知が可能となる。

今後，交通車両内，作業現場，屋内外などでのリア

ルタイムの監視・見守りソリューションへの適用を検

討し，人々の安心・安全の向上に貢献していく。

DNNモデル

PYTORCH＊ LAVA＊

GPU

SNNモデル

OSS
モデル作成
・ 実行環境

モデル作成
・ 実行環境

脳型チップ

脳処理
模倣

低電力

脳処理
専用 Loihi2

Intel＊

GPUによる同期
処理で入力の
有無に関わらず
全体を演算

脳型チップに
よる非同期処理で
入力のある部分
のみ演算

活用想定シーン

交通車両内 作業現場 屋内外

物体／属性／行動認識
（末端機器組込み）

物体／属性／行動認識
（クラウド， オンプレミス）

24深層学習の計算環境との比較，および活用想定シーン

注：略語説明ほか　 DNN（Deep Neural Network）, SNN（Spiking Neural Network）
　　＊は「他社登録商標など」（156ページ）を参照


